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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◇
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ

下
水
道
整
備
事
業
推
進
の
た
め
、
平
成
十

五
年
度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
額
に
つ

い
て
三
千
六
百
万
円
を
追
加
し
一
億
二
千
六

百
万
円
以
内
と
し
た
も
の
。

◇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
二
次
サ
ー
ビ
ス
が
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
伴
い
、
有
償
交
付
す
る
住
民
票
カ

ー
ド
の
手
数
料
を
一
枚
五
百
円
と
定
め
た
も

の
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
四
千
九
百
五

十
三
万
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
三

十
九
億
八
千
三
百
五
十
三
万
二
千
円
と
し
た

も
の
。
歳
出
追
加
の
主
な
内
訳
は
▼
議
会
議

員
補
欠
選
挙
費
百
三
十
五
万
三
千
円
▼
商
工

会
商
品
券
発
行
事
業
補
助
費
百
三
十
万
円
▼

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
の
事
業
増
加
に
伴

う
繰
り
出
し
金
三
千
五
百
七
十
七
万
円
。

◇
老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
五
万

五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
七
億
五
千

六
百
八
万
三
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
追
加

の
主
な
内
訳
は
精
算
に
よ
る
前
年
度
返
還

金
。

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
五
百
六
十
三

万
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
三
億
六

千
九
百
三
十
七
万
八
千
円
と
し
た
も
の
。
歳

出
追
加
の
主
な
内
容
は
▼
東
由
利
水
道
深
山

地
区
配
水
管
増
圧
ポ
ン
プ
設
置
工
事
に
係
わ

る
経
費
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
六
千
五
百
五
十
四

万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
九
億
四

千
七
百
八
十
九
万
六
千
円
と
し
た
も
の
。
農

業
集
落
排
水
緊
急
整
備
事
業
蔵
・
法
内
地
区

の
事
業
費
に
一
億
円
増
加
割
り
当
て
が
あ

り
、
一
部
単
独
施
行
に
変
更
す
る
な
ど
事
業

費
を
精
査
し
、
組
み
替
え
補
正
を
行
っ
た
も

の
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
、
二
万
七
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
三
億
千
七
百
八

十
八
万
九
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

費
用
の
徴
収
は
各
事
業
所
が
行
う
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
を
廃
止
。

町
長
行
政
報
告
の
要
旨

﹇
町
民
福
祉
課
﹈

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
五
百
日
達
成
▼
平

成
十
五
年
四
月
二
十
四
日
に
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
千
五
百
日
を
達
成
。
五
月
十
四
日
、
秋

田
県
知
事
表
彰
・
秋
田
県
警
察
本
部
長
顕
彰

状
を
授
与
。

火
災
状
況
▼
五
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

五
十
分
こ
ろ
老
方
字
吉
野
地
内
で
原
野
火
災

発
生
。
枯
れ
枝
焼
き
の
火
が
、
枯
れ
草
に
移

り
約
四
百
平
方
�
延
焼
拡
大
し
た
も
の
。
出

火
か
ら
お
よ
そ
二
十
五
分
後
に
鎮
火
。
け
が

人
は
無
し
。

地
震
状
況
▼
五
月
二
十
六
日
午
後
六
時
二

十
四
分
に
宮
城
県
気
仙
沼
市
沖
を
震
源
地
と

す
る
強
い
地
震
が
発
生
。
本
町
で
は
震
度
四

を
記
録
。
担
当
課
が
情
報
収
集
・
被
害
調
査

等
に
あ
た
っ
た
。
被
害
は
無
し
。

﹇
税
務
課
﹈

平
成
十
四
年
度
納
税
実
績
▼
普
通
税
の
収

納
率
は
九
七
・
六
三
％
、
滞
納
税
額
六
百
二

十
二
万
六
千
百
七
十
八
円
。
国
民
健
康
保
険

税
の
収
納
率
は
九
三
・
九
九
％
、
滞
納
税
額

九
百
四
十
万
七
千
四
百
円
。

﹇
総
務
課
﹈

開
発
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
▼
開
発
セ
ン
タ

ー
改
修
工
事
は
七
月
三
十
日
完
成
予
定
で
着

工
中
。

庁
舎
外
構
工
事
▼
庁
舎
外
構
工
事
は
八
月

十
日
の
完
成
予
定
で
着
工
中
。
今
後
植
栽
工

事
・
屋
上
手
す
り
を
発
注
予
定
。
ま
た
、
両

前
寺
バ
ス
停
留
所
を
外
構
工
事
の
一
環
と
し
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町
議
会
六
月
定
例
会
が
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

住
民
票
カ
ー
ド
の
有
償
交
付
に
伴
う
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
や
、
十
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
行
政
報
告
、
一
般
質
問
な
ど
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
票
カ
ー
ド
有
償
交
付

手
数
料
は
１
枚
500
円

議
会
6
月
定
例
会



て
整
備
す
る
予
定
。

旧
庁
舎
備
品
の
有
料
販
売
▼
旧
庁
舎
備
品

の
有
料
販
売
を
三
月
二
十
七
日
と
六
月
八
日

に
実
施
。
九
十
七
点
、
十
七
万
円
相
当
を
払

い
下
げ
し
た
。
備
品
の
払
い
下
げ
は
ほ
ぼ
完

了
し
た
が
、
希
望
者
に
は
今
後
も
残
品
を
払

い
下
げ
す
る
予
定
。

﹇
企
画
課
﹈

市
町
村
合
併
▼
現
在
、
新
市
の
名
称
決
定

方
法
に
つ
い
て
協
議
を
継
続
中
。
本
町
は
、

各
市
町
の
責
任
で
選
定
し
た
名
称
案
を
二
、

三
持
ち
寄
り
協
議
会
で
決
定
す
る
と
い
う
提

案
を
し
た
。

黄
桜
ま
つ
り
▼「
黄
桜
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
」
は

五
月
十
日
と
十
一
日
に
開
催
。
黄
桜
、
八
重

桜
の
満
開
時
期
と
重
な
り
、
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
過
去
最
高
の
三
万
人
の
ま
つ
り
客
が
訪

れ
た
。
五
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
観
桜

会
期
間
中
の
入
り
込
み
客
は
約
四
万
二
千
人
。

八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
▼
五
月
十
二
日
に

オ
ー
プ
ン
。
こ
れ
に
先
立
ち
五
月
五
日
に
は

東
由
利
町
お
よ
び
湯
沢
市
、
本
荘
市
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
六
十
余
人
が
コ
ー
ス
の

除
草
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
。

八
塩
い
こ
い
の
森
▼
八
塩
い
こ
い
の
森
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
食
堂
に
、
黄
桜
温
泉
「
湯

楽
里
」
が
出
店
。
メ
ニ
ュ
ー
は
三
つ
、
営
業

は
日
曜
日
の
昼
食
時
間
帯
に
限
定
し
、
六
月

八
日
か
ら
営
業
開
始
。

東
京
東
由
利
会
・
秋
田
東
由
利
を
語
る
会

▼
五
月
十
一
日
、
足
立
区
綾
瀬
で
東
京
東
由

利
会
が
開
催
さ
れ
小
松
助
役
、
遠
藤
議
長
が

出
席
。
二
十
五
日
に
は
秋
田
市
で
秋
田
東
由

利
を
語
る
会
が
開
催
さ
れ
遠
藤
議
長
、
小
松

副
議
長
、
各
常
任
委
員
長
と
も
ど
も
出
席
。

﹇
産
業
課
﹈

稲
作
▼
水
稲
の
状
況
は
四
月
下
旬
以
降
好
天

に
恵
ま
れ
、
春
作
業
は
平
年
並
み
に
推
移
。

そ
の
後
の
生
育
も
順
調
。
水
田
農
業
確
立
対

策
に
つ
い
て
、
生
産
調
整
の
目
標
面
積
は
昨

年
よ
り
二
十
三
�
多
い
三
百
九
十
七
�
で
二

月
に
仮
配
分
済
み
。
平
成
十
四
年
度
の
米
の

販
売
状
況
に
つ
い
て
、
販
売
数
量
は
十
一
万

六
千
四
百
四
十
袋
（
前
年
比
七
・
四
％
減
）。

販
売
金
額
八
億
七
千
二
十
四
万
五
千
円
（
前

年
比
一
〇
・
七
％
減
）。

畑
作
▼
全
体
販
売
額
は
一
億
八
千
九
百
万
円

（
前
年
比
一
九
・
一
％
減
）。
内
容
は
葉
た
ば

こ
が
二
千
八
百
万
円
減
、
野
菜
関
係
が
千
六

百
万
円
減
。
戦
略
作
物
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

前
年
比
一
・
七
倍
で
、
今
後
の
生
産
拡
大
が

期
待
さ
れ
る
。
馬
鈴
薯
は
昨
年
の
価
格
下
落

か
ら
作
付
面
瀬
の
激
減
が
心
配
さ
れ
た
が
、

価
格
保
障
制
度
加
入
な
ど
支
援
策
を
準
備
し

た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
昨
年
の
作
付
面
積
を

確
保
。

家
畜
市
場
売
上
実
績
▼
平
成
十
四
年
度
の

総
販
売
金
額
は
二
億
四
千
四
百
万
円
で
、
前

年
度
を
五
千
三
百
万
円
上
回
っ
て
い
る
。
昨

今
の
情
勢
か
ら
、
こ
の
水
準
は
今
後
も
し
ば

ら
く
続
く
も
の
と
期
待
。
乳
用
牛
は
金
額
で

七
％
増
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
▼
四
月
か
ら
バ
ラ
積
み
と

フ
レ
コ
ン
袋
で
た
い
肥
の
販
売
を
開
始
し
、

利
用
者
に
も
好
評
。
六
月
か
ら
は
四
十
�
入

り
の
小
袋
「
や
し
お
堆
肥
」
を
販
売
。
六
月

中
に
は
三
月
ま
で
の
製
品
（
約
五
百
立
方
�
）

は
な
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

放
牧
場
▼
五
月
二
十
三
日
に
開
牧
、
四
十
頭

を
放
牧
中
（
う
ち
二
十
頭
和
牛
）。
入
牧
時

に
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
子
牛
の
死
亡
事
故
が
あ

っ
た
。
初
放
牧
の
若
齢
牛
で
運
搬
や
成
牛
に

混
じ
っ
た
た
め
の
ス
ト
レ
ス
と
電
柵
の
シ
ョ

ッ
ク
が
重
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
。

出
羽
丘
陵
開
発
事
業
分
担
金
▼
十
四
年
度

末
の
分
担
金
未
納
総
額
は
四
百
一
万
八
千
四

百
十
二
円
。
分
納
な
ど
今
後
も
未
納
額
が
累

積
し
な
い
よ
う
督
励
、
指
導
し
て
い
く
。

土
地
改
良
（
県
営
事
業
）
▼
ボ
ツ
メ
キ
地

区
県
営
老
朽
た
め
池
等
整
備
事
業
は
、
今
年

度
三
千
八
百
万
円
の
内
示
。
地
す
べ
り
対
策

事
業
は
総
事
業
費
一
億
七
千
百
万
円
。
地
す

べ
り
事
業
は
県
内
に
十
二
地
区
あ
り
、
う
ち

五
地
区
が
本
町
管
内
。

土
地
改
良
（
町
単
独
補
助
事
業
）
▼
件
数

と
補
助
指
令
額
が
そ
れ
ぞ
れ
、
産
業
道
路
整

備
二
十
五
件
、
九
百
五
十
一
万
一
千
円
、
農

業
用
施
設
維
持
管
理
が
三
十
件
、
五
百
九
十

六
万
七
千
円
、
緊
急
た
め
池
整
備
が
三
件
、

三
十
九
万
五
千
円
。

林
業
▼
造
林
事
業
は
五
月
一
日
か
ら
作
業
を

開
始
、
作
業
員
七
人
を
雇
用
。

早
期
降
雪
に
よ
る
樹
木
被
害
▼
民
有
林
は

団
地
的
に
ま
と
ま
っ
た
被
害
森
林
は
無
く
、

所
有
者
か
ら
の
改
植
の
相
談
等
も
無
い
。
町

有
林
は
林
道
・
作
業
道
等
の
倒
木
処
理
を
行

っ
て
い
る
。
森
林
被
害
は
民
有
林
と
同
様
。

栗
の
被
害
は
全
町
的
に
枝
折
れ
や
幹
裂
け
が

あ
る
が
改
植
計
画
農
家
は
無
い
。

﹇
建
設
課
﹈

一
〇
七
号
板
戸
第
二
工
区
▼
平
成
十
四
年

度
分
繰
越
工
事
と
し
て
板
戸
下
流
側
の
護
岸

工
事
を
進
め
て
い
る
。
対
岸
に
崩
落
の
お
そ

れ
が
あ
り
現
在
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
し
、
対

策
工
法
を
検
討
中
。
平
成
十
五
年
度
予
算
は

九
千
五
百
万
円
を
予
定
。

一
〇
七
号
板
戸
第
三
工
区
（
国
体
関
連
生

活
道
路
整
備
）
▼
平
成
十
四
年
度
は
詳
細

設
計
お
よ
び
用
地
測
量
が
行
わ
れ
一
月
末
に

図
面
完
成
。
用
地
買
収
・
建
物
補
償
等
の
契

約
等
を
十
四
年
度
繰
越
予
算
で
行
い
、
平
成

十
五
年
度
分
と
し
て
一
億
一
千
三
百
万
円
で

残
り
の
補
償
と
一
部
工
事
着
手
を
予
定
。

神
岡
・
南
外
・
東
由
利
線
▼
本
格
工
事
は

三
月
か
ら
始
ま
り
現
在
は
高
欄
設
置
と
橋
面

舗
装
を
残
す
の
み
。
道
路
本
体
は
掘
削
盛
土

を
三
月
に
発
注
。
横
渡
・
岩
館
の
両
側
か
ら

工
事
を
進
め
て
い
る
。
平
成
十
五
年
度
事
業

費
は
二
億
円
（
路
盤
工
・
舗
装
工
ま
で
の
予

算
）。

仁
賀
保
・
矢
島
・
舘
合
線
▼
昨
年
よ
り
舗

装
工
事
着
手
し
た
須
郷
峠
は
、
災
害
で
工
事

採
択
さ
れ
た
個
所
も
併
せ
て
五
月
二
十
日
ま

で
に
完
成
。
通
行
止
め
も
解
除
。
平
成
十
五

年
度
も
引
き
続
き
三
千
万
円
の
予
算
で
東
由

利
管
内
の
峠
の
未
舗
装
部
分
に
着
手
。

横
手
・
東
由
利
線
の
笹
倉
ト
ン
ネ
ル
手
前

の
雪
崩
お
よ
び
落
石
対
策
▼
平
成
十
四
年

度
に
調
査
測
量
お
よ
び
計
画
設
計
が
行
わ

れ
、
十
五
年
度
は
三
千
万
円
の
予
算
で
本
格

的
な
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
。

国
道
三
九
八
号
（
県
単
道
路
改
築
）
▼
繰

越
工
事
と
な
っ
て
い
た
二
カ
所
の
待
避
所
設

置
工
事
は
舗
装
ま
で
完
成
し
検
査
を
待
つ
の

み
。
平
成
十
五
年
度
も
引
き
続
き
峠
付
近
の
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急
カ
ー
ブ
個
所
の
解
消
を
図
り
、
早
期
完
成

を
願
う
。

羽
後
向
田
舘
合
線
▼
改
良
計
画
を
早
期
に

樹
立
す
る
よ
う
、
羽
後
町
と
も
連
携
を
取
り

合
い
な
が
ら
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

台
山
線
（
歩
道
設
置
）
▼
平
成
十
四
年
度

ま
で
延
長
七
百
二
十
�
と
橋
桁
製
作
が
完

成
。
平
成
十
五
年
度
は
延
長
二
百
八
十
�
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
起
点
付
近
の
用
地
補

償
交
渉
も
整
い
家
屋
の
移
転
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
本
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

ま
も
な
く
発
注
予
定
。

町
道
新
田
線
▼
要
望
の
出
て
い
た
新
田
線

（
舘
合
〜
新
田
）
に
つ
い
て
、
平
成
十
六
年

度
国
庫
補
助
事
業
で
採
択
の
要
望
書
を
提
出

し
て
い
く
。
事
業
費
三
億
五
千
万
円
（
改
良

事
業
、
橋
梁
を
含
む
）、
事
業
量
一
千
�
と

し
て
い
る
。

蒲
台
線
（
林
道
整
備
）
▼
本
年
度
か
ら
本

格
工
事
と
な
る
。
水
田
の
用
地
買
収
は
作
付

け
前
に
関
係
者
の
同
意
を
得
て
畦
畔
立
て
を

終
了
。
工
事
の
発
注
予
定
も
既
に
現
場
説
明

が
行
わ
れ
、
六
月
中
旬
に
は
契
約
が
行
わ
れ

る
予
定
。
祝
沢
側
か
ら
延
長
三
百
二
十
四
�

の
施
行
予
定
。

三
ツ
森
山
線
（
同
）
▼
雄
物
川
町
側
も
本

年
度
を
も
っ
て
完
了
。
十
月
に
は
両
町
合
同

の
竣
工
式
を
行
う
予
定
。

土
場
沢
線
（
同
）
▼
舗
装
改
築
工
事
は
平

成
十
四
年
度
事
業
と
し
て
延
長
九
百
九
十
�

を
施
行
。
平
成
十
五
年
度
は
事
業
費
五
千
万

円
。
一
千
�
を
予
定
。

石
塚
線
（
同
）
▼
平
成
十
四
年
度
分
延
長

一
千
七
百
七
十
八
�
の
舗
装
工
事
が
完
成
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
は
事
業
を
県
単
独
か
ら

国
庫
補
助
事
業
（
森
林
居
住
環
境
整
備
）
に

切
り
替
え
て
進
め
て
い
く
。
事
業
費
は
九
千

五
百
万
円
、
延
長
は
七
百
五
十
�
の
予
定
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
▼
五
月
二
十
六
日

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
測
量
を
終
え
て
計
画
設

計
に
入
っ
て
い
る
。
来
年
早
々
の
使
用
を
目

指
し
た
い
。

災
害
関
係
▼
平
成
十
四
年
度
に
採
択
を
得

た
十
九
カ
所
の
う
ち
十
六
カ
所
に
つ
い
て
は

年
度
内
に
完
了
。
繰
越
工
事
の
河
川
災
害
二

カ
所
も
先
日
、
完
成
検
査
を
行
っ
た
。
残
り

の
大
谷
地
線
は
緑
化
工
事
を
残
す
の
み
。
本

年
度
も
融
雪
災
害
が
該
当
と
な
り
十
河
川
、

十
四
カ
所
を
四
千
百
万
円
で
申
請
。

水
道
事
業
▼
昨
年
同
様
、
下
水
道
工
事
に

併
せ
て
横
渡
・
岩
館
地
区
の
四
カ
所
を
工
事

発
注
。
水
道
単
独
基
幹
改
良
も
蔵
新
田
地
区

一
カ
所
を
発
注
。
現
在
、
岩
館
・
蔵
新
田
・

蔵
・
上
里
地
内
と
各
橋
の
添
架
管
を
施
行
予

定
と
し
て
準
備
中
。

集
落
排
水
整
備
事
業
▼
本
年
度
は
当
初
四

億
円
の
事
業
費
を
計
上
し
た
が
、
県
よ
り
追

加
連
絡
が
入
り
一
億
円
の
補
正
を
計
上
。
五

月
十
六
日
に
横
渡
三
カ
所
、
丸
山
地
内
四
カ

所
を
工
事
発
注
し
た
。

終
末
処
理
場
▼
建
築
本
体
工
事
に
つ
い
て

は
、
建
物
本
体
は
完
成
し
、
外
構
工
事
の
仕

上
げ
工
事
を
残
す
の
み
。
電
気
機
械
工
事
も

搬
入
据
え
付
け
が
九
割
終
了
し
て
い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
▼
平
成
十
四
年
度

ま
で
に
七
戸
終
了
。
平
成
十
五
年
度
の
計
画

数
は
六
戸
分
だ
が
現
在
ま
で
の
申
し
込
み
は

四
戸
分
。
啓
蒙
し
て
い
き
た
い
。

﹇
教
育
文
化
課
﹈

奨
学
金
貸
し
付
け
状
況
▼
今
年
度
の
奨
学

生
に
四
年
制
大
学
九
人
、
専
門
学
校
二
人
、

高
校
三
人
を
決
定
。
十
五
年
度
貸
し
付
け
予

定
額
は
一
千
九
百
三
十
二
万
円
。

中
学
生
海
外
研
修
▼
今
年
度
の
海
外
研
修

は
八
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
学
校
交

流
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
予

定
。
男
子
八
人
、
女
子
七
人
を
研
修
生
に
決

定
。
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
状
況
に
つ
い
て

は
逐
次
情
報
を
整
理
し
、
不
安
が
生
じ
た
場

合
は
中
止
も
含
め
七
月
初
め
に
は
最
終
判
断

を
す
る
。

﹇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
﹈

十
四
年
度
施
設
利
用
実
績
▼
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
利
用
者
数
が
延
べ
三
千
九
百
九
人

（
前
年
度
比
一
千
五
百
四
十
八
人
増
）。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
延
べ
五
千
百
九
十

七
人
（
前
年
度
比
百
二
十
三
人
増
）。
施
設

経
営
収
支
に
つ
い
て
は
黒
字
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
十
五
年
度
よ
り
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
が
あ
り
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
経
営
努
力

が
必
要
。

一
般
質
問
（
一
部
抜
粋
）

小
　
松
　
　
　
賢

議
員

問
　
県
道
羽
後
向
田
舘
合
線
、
国
道
三
九

八
号
線
の
改
良
の
た
め
、
羽
後
町
と
連
携

を
図
り
陳
情
活
動
を
進
め
て
は
。

答

県
道
羽
後
向
田
舘
合
線
に
つ
い
て
、
地

元
住
民
と
は
バ
イ
パ
ス
化
で
は
な
く
現
道
拡

幅
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。
今
後
も
現
道
拡
幅
の
方
向
で

地
元
住
民
と
対
話
し
な
が
ら
、
羽
後
町
と
一

緒
に
陳
情
を
続
け
て
い
く
。
国
道
三
九
八
号

線
に
つ
い
て
は
、
改
良
の
方
法
と
し
て
退
避

所
を
造
り
、
今
年
は
峠
付
近
の
急
カ
ー
ブ
を

整
備
す
る
予
定
。
早
期
完
成
を
願
う
。

問
　
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
学
習
の
実
効

は
。
ま
た
、
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
は
購
入

し
て
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
て
い

る
が
、
ま
だ
対
応
で
き
る
の
か
。

答

パ
ソ
コ
ン
学
習
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
、
情
報
の
入
手
・
発
信
、
教

科
の
学
習
な
ど
多
様
に
活
用
さ
れ
、
効
果
的

な
学
習
活
動
が
展
開
で
き
て
い
る
。
中
学
校

の
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
平
成
十
一
年
か
ら

の
リ
ー
ス
契
約
で
、
平
成
十
六
年
に
更
新
予

定
。

長
　
沼
　
久
　
利
議
員

問
　
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に

つ
い
て
の
見
通
し
は
。

答

一
市
七
町
の
合
併
を
前
提
に
進
め
て
い

く
。
現
在
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

し
て
い
る
鳥
海
町
を
ホ
ス
ト
に
し
て
他
の
一

市
六
町
が
接
続
し
て
い
く
と
い
う
案
を
含
め

て
検
討
中
。
情
報
の
過
疎
に
な
ら
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
機
能

が
期
待
さ
れ
る
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
行
政
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

15.7.1 広報ひがしゆり　4



答

現
在
、
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
「
共
同

組
合
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
と
経

営
計
画
を
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後

も
新
た
な
入
店
者
確
保
も
含
め
た
空
き
店
舗

解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
絶
対
評
価
に
つ
い
て
①
昨
年
度
か
ら

導
入
し
た
評
価
方
法
だ
が
、
改
革
の
ね
ら

い
や
内
容
な
ど
を
周
知
徹
底
し
て
い
る

か
。
②
尺
度
と
な
る
「
目
標
」
の
設
定
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。
評
価
の
客

観
性
は
ど
う
か
。
③
高
校
受
験
の
内
申
書

に
変
化
、
影
響
は
な
い
か
。

答

①
文
部
科
学
省
の
資
料
や
学
校
自
作
の

資
料
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
諸
会
合
の
機
会
に
文

書
や
口
頭
で
説
明
し
、
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

現
段
階
で
は
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。
②
児
童
・
生
徒
の
実
態
や
学
校
経

営
の
総
合
的
見
地
か
ら
評
価
基
準
、
評
価
方

法
な
ど
を
設
定
。
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
根

底
に
据
え
た
客
観
的
か
つ
有
効
な
評
価
の
あ

り
方
を
目
指
し
て
研
究
、
改
善
に
努
力
し
て

い
る
。
③
内
申
書
の
扱
い
に
つ
い
て
高
校
側

か
ら
詳
細
な
報
告
は
無
い
が
入
試
の
成
績
、

内
申
書
、
面
接
な
ど
総
合
的
な
判
断
で
合
否

を
決
定
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
学
力
評

価
の
機
軸
が
変
わ
っ
た
以
上
、
内
申
書
の
評

価
法
を
改
め
る
方
向
へ
向
か
う
の
が
自
然
。

問
　
中
学
校
部
活
支
援
に
つ
い
て
、
県
教

育
委
員
会
で
は
生
徒
の
移
動
に
マ
イ
カ
ー

や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
認
め
、
児
童
・
生
徒

の
保
険
加
入
を
徹
底
指
示
し
た
。
遠
征
保

険
に
対
す
る
援
助
策
は
。

答

遠
征
な
ど
で
マ
イ
カ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
車
中
事
故
に
遭
っ
た
場
合
は
、
概
ね

自
動
車
保
険
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
学
校
側
も
安
全
の
確
保
、
保
険
加
入
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
町
と
し
て
は
既
に
日
本

体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
の
「
災
害
共
済

給
付
制
度
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
の
「
総

合
補
償
制
度
」
の
二
つ
の
保
険
加
入
に
補
助

し
て
お
り
、
他
の
補
助
策
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
合
併
後
の
住
民
参
加
型
自
治
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
各
種
団
体
、
行

政
と
ネ
オ
自
治
会
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。
そ
の
「
仕
組
み

づ
く
り
」
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

集
落
自
治
会
や
公
民
館
分
館
な
ど
と
行

政
を
結
び
つ
け
た
住
民
参
加
型
自
治
の
仕
組

み
を
考
え
て
い
く
。
自
治
会
経
営
で
心
配
さ

れ
る
こ
と
を
合
併
ま
で
の
二
年
間
で
議
会
と

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

小
　
野
　
　
　
健
議
員

問
　
市
町
村
合
併
で
住
民
生
活
は
良
く
な

る
の
か
。

答

合
併
は
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ

ル
を
下
げ
な
い
と
い
う
課
題
解
決
の
手
段
と

考
え
て
い
る
。
合
併
を
前
提
と
し
て
前
向
き

に
議
論
し
て
い
き
た
い
。
住
民
に
対
す
る
情

報
提
供
に
も
努
め
て
い
く
。

問
　
本
町
も
国
保
税
滞
納
世
帯
が
年
々
増

加
し
て
い
る
。
基
金
や
繰
越
金
の
活
用
で

税
率
を
下
げ
る
時
期
で
は
な
い
か
。ま
た
、

生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
申
請
免
除
の
手
続

き
等
を
進
め
て
は
。

答

税
率
を
下
げ
る
た
め
に
む
や
み
に
基
金

を
使
用
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
県
の
指
導

と
、
現
在
の
国
保
財
政
状
況
か
ら
税
率
の
引

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
税
率
の
平

準
化
が
税
負
担
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
考
え

て
い
る
。
申
請
減
免
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
発
送

の
際
に
申
請
の
内
容
、
手
続
き
な
ど
の
書
面

を
同
封
し
て
お
り
、
周
知
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
　
一
人
親
方
等
の
小
規
模
業
者
が
公
共

事
業
に
参
入
で
き
る
よ
う
、
小
規
模
事
業

者
登
録
制
度
の
実
施
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答

簡
易
な
修
繕
等
は
従
来
よ
り
地
元
の
業

者
に
発
注
し
て
お
り
、
改
め
て
届
け
出
を
す

る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
簡

易
な
修
繕
等
は
地
元
業
者
で
処
理
し
て
い
く
。

問
　
有
事
法
制
三
法
案
に
対
す
る
考
え
を

伺
う
。

答

有
事
の
際
の
自
衛
隊
の
行
動
指
針
が
五

十
年
の
歴
史
を
経
て
示
さ
れ
た
。
自
ら
の
国

を
守
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
高
く
評
価
し
て

い
る
。
有
事
の
際
の
国
民
の
権
利
制
限
に
つ

い
て
は
今
後
の
法
制
化
の
議
論
を
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

８月19日の任期満了に伴う町長選挙は、６月３日に開かれた町選
挙管理委員会で７月29日告示、８月３日投票と決まりました。また、
それに合わせて町議会議員補欠（１人）選挙も行われます。

このたびの選挙は、次の選挙区について閉鎖時刻の繰り上げがあ
ります。
●2時間繰り上げ（午前7時～午後6時）
第３（袖山）・第５（松柴）・第７（祝沢）・第10（黒沢）・第
12（杉森）
●1時間繰り上げ（午前7時～午後7時）
第１（黒渕）・第２（田代）・第４（舘合）・第６（老方）・第
８（法内）・第９（蔵）・第11（大琴）

７月29日～８月２日（午前８時30分～午後８時）
役場選挙管理委員会で受け付けています。
◆お問い合わせ
東由利町選挙管理委員会事務局（役場） �69－2110

投票日は8月3日
町長選および町議補欠選
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閉鎖時刻繰り上げ

不 在 者 投 票



町
で
は
、
敬
老
会
の
対
象
者
を

七
十
五
歳
以
上
と
し
、
同
時
に
七

十
歳
の
節
目
に
ま
す
ま
す
の
健
康

を
祈
願
す
る「
七
十
歳
を
祝
う
会
」

を
毎
年
開
催
し
て
お
年
寄
り
の
長

寿
と
健
康
を
お
祝
い
し
て
い
ま

す
。式

典
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
が

「
十
七
年
度
に
は
一
市
七
町
の
合

併
を
控
え
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
心
配
の
な
い

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
六
月
に
九
十
歳
と
八

十
七
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
阿
部

町
長
か
ら
長
寿
祝
い
金
が
、
八
十

歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
阿
部
町

長
、
小
松
助
役
、
佐
藤
収
入
役
、

新
田
教
育
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
瀬
小
学
校
二
年
生
の

畠
山
夏
葉
さ
ん
と
八
塩
小
学
校
三

年
生
の
嶽
石
智
大
さ
ん
が
敬
老
作

文
を
発
表
し
、
出
席
者
た
ち
は
長

寿
の
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
永
慶
保
育
園
と
み
ど
り
保

育
園
の
園
児
た
ち
が
か
わ
い
い
お

遊
戯
を
、
民
謡
同
好
会
の
皆
さ
ん

が
歌
や
踊
り
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

出
席
者
た
ち
は
お
互
い
の
長
寿

と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
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町
の
お
年
寄
り
が
一
堂
に
集
ま
り
長
寿
を
祝
う
「
平
成
十
五
年
度
町

敬
老
会
・
七
十
歳
を
祝
う
会
」
が
六
月
十
八
日
に
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
対
象
者
は
敬
老
会
が
八
百
四
人
、
七
十
歳
を

祝
う
会
が
九
十
七
人
の
計
九
百
一
人
。
当
日
は
三
百
六
十
二
人
が
元
気

に
出
席
し
、
お
互
い
の
長
寿
と
ま
す
ま
す
の
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。

362人が元気に出席�362人が元気に出席�

▲阿部町長から記念品を受け取る出席者

▲楽しく談笑する出席者たち ▲園児たちがかわいいお遊戯を披露
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六
月
は
空
梅
雨
の
心
配
を
い
た
し

ま
し
た
。
五
月
の
雨
量
は
平
年
の
三

分
の
一
と
の
こ
と
で
、
干
ば
つ
の
心

配
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
ほ
ど
好
天

が
続
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
ひ
び
が

見
ら
れ
た
り
、
小
規
模
水
道
の
水
源

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
半
に
は

雨
が
降
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
二
十
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

町
民
運
動
会
が
延
期
と
な
り
、
改
め

て
天
気
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ

と
を
嘆
い
た
こ
と
で
し
た
。

十
日
か
ら
は
町
議
会
の
定
例
会
で

番付�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10

氏　　　　名�

伊　東　　　潔さん�

高　橋　三　蔵さん�

石　橋　重太郎さん�

佐々木　宗　雄さん�

佐　藤　源之助さん�

佐々木　直　義さん�

遠　藤　貞　次さん�

畠　山　蔵太郎さん�

高　橋　勇　蔵さん�

小　松　忠　蔵さん�

年齢�

100�

97�

95�

95�

94�

94�

93�

92�

92�

91

自治会名�

岩　館�

船　木�

板　戸�

大　琴�

下小路�

大　琴�

小　倉�

新　町�

山　崎�

山　崎�

番付�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10

氏　　　　名�

高　橋　タケヨさん�

佐　藤　ア　キさん�

大　場　ハツエさん�

小　野　ミノコさん�

畠　山　ミヨノさん�

小　松　クメヨさん�

藤　原　リ　ツさん�

渡　辺　ツネヨさん�

遠　藤　ナヲミさん�

阿　部　テツエさん�

年齢�

101�

100�

99�

97�

97�

96�

96�

96�

96�

95

自治会名�

小　倉�

東光苑�

久　保�

東光苑�

上　通�

下　通�

上　通�

東光苑�

宿�

蔵�

し
た
。
冒
頭
に
、
小
松
義
嗣
副
議
長

か
ら
、
ご
逝
去
さ
れ
た
中
西
蔵
之
助

議
員
へ
の
追
悼
演
説
が
あ
り
ま
し

た
。
執
行
部
席
に
一
番
近
い
中
西
議

員
の
議
席
に
は
花
が
飾
ら
れ
、
い
つ

も
一
番
先
に
質
問
さ
れ
る
彼
の
姿
を

思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

十
四
日
、
由
利
郡
学
童
野
球
大
会

の
開
会
式
が
東
由
利
町
野
球
場
で
あ

り
ま
し
た
。
始
球
式
で
投
げ
る
役
割

を
頂
き
、
気
合
を
入
れ
て
投
げ
ま
し

た
が
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ま
で
届
か
ず

ベ
ー
ス
上
で
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
し
て
頭

上
を
越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
八
塩

小
、
高
瀬
小
の
両
チ
ー
ム
は
良
く
鍛

え
ら
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
試
合

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
七
日
の
自
治
会
長
研
修
は
、
雄

和
町
に
あ
る
県
農
業
試
験
場
を
視
察

し
、施
設
園
芸
の
実
験
状
況
を
見
学
、

ま
た
、
航
空
自
衛
隊
救
難
隊
の
視
察

で
も
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
飛
行
機

の
中
ま
で
見
せ
て
も
ら
い
丁
寧
な
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

十
八
日
に
は
敬
老
会
・
七
十
歳
を

祝
う
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
対

象
者
が
九
百
一
人
で
三
百
六
十
二
人

の
出
席
で
あ
り
ま
し
た
。
最
高
齢
は

九
十
六
歳
の
小
松
ク
メ
ヨ
さ
ん
で
、

「
お
元
気
で
来
年
も
ぜ
ひ
」
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、「
本
町
に
は

百
歳
を
越
え
る
方
が
三
人
も
お
ら

れ
、
こ
れ
は
ボ
ツ
メ
キ
の
水
や
緑
の

空
気
、
そ
し
て
町
民
の
人
柄
が
良
い

か
ら
で
は
な
い
か
」
と
ご
あ
い
さ
つ

い
た
し
ま
し
た
。

十
九
日
に
は
第
五
回
合
併
協
議
会

が
あ
り
、
い
よ
い
よ
新
市
名
称
の
決

定
方
法
の
協
議
に
入
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一

市
七
町
の
住
民
か
ら
公
募
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
良
い
名
前
を

付
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

二
十
一
日
に
は
町
畜
産
共
進
会
が

あ
り
、
六
十
九
頭
の
粒
ぞ
ろ
い
の
牛

が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
単
独

で
共
進
会
が
で
き
る
町
村
は
本
町
だ

け
で
、
今
年
も
良
い
牛
が
引
き
出
さ

れ
審
査
員
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
町
に
お
け

る
由
利
牛
の
存
在
の
大
き
さ
を
改
め

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
は
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
県

民
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
百
四
十
番
を
も
ら
っ
て
出
場
し

ま
し
た
が
、当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
心
地
よ
い
汗
を
か

い
た
こ
と
で
し
た
。
会
場
は
現
在
十

八
ホ
ー
ル
し
か
な
く
、
大
規
模
な
大

会
は
待
ち
時
間
が
多
く
て
心
配
な
こ

と
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
良
い
コ
ー

ス
だ
と
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
高
齢
賞
も
あ
り
八
十
四
歳
の
佐
藤

銀
一
郎
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

夏
が
始
ま
り
ま
す
。
カ
ラ
ッ
と
し

た
天
気
を
期
待
し
ま
す
。



第
四
十
八
回
町
畜
産
共
進
会
が
六
月
二

十
一
日
、
畜
産
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
出
陳
さ
れ
た
牛
は
黒
毛
和
種
が
六
十

頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が
七
頭
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
が
二
頭
の
計
六
十
九
頭
で
す
。
畜

産
農
家
が
丹
精
込
め
て
飼
育
し
た
自
慢
の

牛
を
一
同
に
集
め
、
資
質
や
体
型
な
ど
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
阿
部
幸
悦
町
長
が
「
Ｂ
Ｓ

Ｅ
騒
動
で
下
落
し
て
い
た
子
牛
の
販
売
価

格
も
持
ち
直
し
、
昨
年
の
七
月
以
降
は
元

の
価
格
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

農
家
経
営
の
現
状
は
依
然
厳
し
く
一
層
の

頑
張
り
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
の
審
査
で
は
、
審
査
員
が
順
位

決
定
に
苦
慮
す
る
場
面
も
み
ら
れ
、
町
畜

産
農
家
の
飼
養
技
術
が
高
い
水
準
に
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
審
査
委
員

長
の
佐
藤
林
治
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

長
は
「
肉
用
牛
、
乳
用
牛
と
も
に
発
育
良

好
で
、
い
ず
れ
も
品
種
の
特
徴
を
十
分
に

備
え
た
も
の
が
多
く
長
年
に
わ
た
る
改
良

の
成
果
が
う
か
が
わ
れ
る
。
今
後
も
生
産

性
の
高
い
牛
を
作
ら
れ
る
よ
う
一
層
の
改

良
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
講
評
を

述
べ
、
出
陳
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

今
回
の
上
位
入
賞
牛
は
七
月
十
八
日
に

行
わ
れ
る
「
第
六
回
秋
田
し
ん
せ
い
農
業

協
同
組
合
畜
産
共
進
会
」
に
出
陳
さ
れ
る

予
定
で
す
。
審
査
結
果
は
表
の
と
お
り
。
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▲自慢の牛がずらり

�
�

第48回町畜産共進会�

▲優等牛にたすきをかける阿部町長

【
団
体
】

優
勝
　
久
山
地
区
和
牛
改
良
研
究
会

二
位
　
館
合
和
牛
改
良
組
合

三
位
　
宿
・
下
吹
和
牛
組
合

【
部
門
別
最
優
秀
賞
】

◇
肉
用
牛
若
牛
一
区
　

ふ
く
は
な
２
の
６
《
阿
部
仁
志
・
岩
館
》

◇
乳
用
牛
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
　

フ
ィ
ー
ン
ラ
ン
ド
　
ダ
ス
テ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス

《
大
庭
喜
一
郎
・
船
木
》

【
区
分
別
優
等
賞
】

◇
肉
牛
育
成
区

く
に
こ
２
《
木
島
敏
・
大
台
》

◇
同
若
牛
一
区

ふ
く
は
な
２
の
６
《
阿
部
仁
志
・
岩
館
》

さ
く
ら
《
畠
山
忠
雄
・
寺
田
》

◇
同
若
牛
二
区

い
に
ま
る
《
小
野
実
・
下
吹
》

ふ
く
は
る
３
《
高
橋
時
郎
・
久
保
》

◇
同
若
牛
三
区

し
げ
こ
《
小
野
久
一
・
須
郷
田
》

◇
同
成
牛
一
区

か
ご
め
《
高
橋
重
四
郎
・
舘
合
新
田
》

◇
同
成
牛
二
区

き
た
ひ
め
《
大
場
惣
七
・
久
保
》

◇
同
母
系
三
代
群
区

ふ
く
む
す
め
、
み
ゆ
き
、
ひ
め
の
は
な
《
黄

桜
和
牛
組
合
・
高
橋
新
一
》

◇
同
繁
殖
雌
牛
群
区

み
つ
ふ
く
、
あ
き
こ
、
き
た
ひ
め
、
ご
り
ん

《
宿
・
下
吹
和
牛
組
合
・
畑
山
清
一
、

遠
藤
実
、
小
野
長
一
》

◇
乳
用
牛
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

ウ
ィ
ロ
ー
ロ
マ
ン
ス
マ
ー
ブ
ル
チ
ョ
コ

《
畑
山
克
司
・
島
》

◇
同
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
軽
産
区

フ
ィ
ー
ン
ラ
ン
ド
リ
ュ
ー
ク
カ
ロ
《
大
庭

喜
一
郎
・
船
木
》

◇
同
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
軽
産
区

フ
ィ
ー
ン
ラ
ン
ド
ダ
ス
テ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス

《
大
庭
喜
一
郎
・
船
木
》

（出陳者敬称略）

▲肉用牛若牛一区部門別最優秀賞のふ
くはな2の6（阿部仁志さん・岩館）

▲講評を述べる審査員

▲ジャージー種の審査



市
町
村
合
併
に
関
す
る
課
題
や
要
望
を

地
域
住
民
か
ら
聞
く
「
第
三
回
明
日
の
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
六
月
十
六
日
、
東

由
利
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
企
画
課
長
が
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
や
合
併
協
議
等
の
案
件
に
つ
い

て
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

談
で
は
、
消
防
団
の
取
扱
い
や
新
市
名
称

の
決
定
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
消
防

団
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
▽
現
在
後
継

者
が
い
な
い
状
況
。
合
併
を
機
会
に
定
数

減
な
ど
の
見
直
し
も
必
要
で
な
い
か
▽
非

常
時
が
心
配
。
欠
員
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
定
数
減
と
す
る
こ
と
は
問
題
を
残
す
▽

組
織
に
つ
い
て
は
合
併
し
て
か
ら
で
は
な

く
、
事
前
に
あ
る
程
度
決
め
て
お
く
べ
き

で
な
い
か
▽
手
続
き
や
補
償
的
な
問
題
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｏ
Ｂ
団
も
一
考

で
は
―
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
新
市
の
名
称
決
定
方
法
に
つ
い

て
の
懇
談
で
は
、
▽
公
募
し
た
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
し
て
一
つ
に
絞
る
の
か
、
小

委
員
会
で
決
め
る
に
し
て
も
誰
が
そ
の
委

員
と
な
る
の
か
な
ど
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
▽
公
募
は
逃
げ
て
い
る
よ
う
に
思
う
▽

公
募
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
歴

史
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
現
市
町
名
の
使

用
に
制
限
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
―
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
保
育
料
に
つ
い
て
母

子
・
父
子
家
庭
無
料
化
の
考
え
方
も
各
市

町
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
合
併
後
、

今
ま
で
よ
り
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

第
五
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議

会
が
六
月
十
九
日
、
西
目
町
民
セ
ン
タ
ー

「
シ
ー
ガ
ル
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
事

項
で
あ
る
新
市
名
称
決
定
方
法
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
本
荘
由
利
一
市
七
町
か
ら

公
募
す
る
こ
と
、
現
市
町
名
の
使
用
も
可

能
と
す
る
こ
と
、
最
終
決
定
は
協
議
会
で

行
う
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

公
募
の
詳
細
は
、
募
集
期
間
が
二
カ
月

間
、
応
募
者
の
年
齢
制
限
は
な
し
、
一
人

何
点
で
も
応
募
可
能
、
名
称
は
漢
字
、
平

仮
名
、
片
仮
名
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
い

ず
れ
の
表
記
も
使
用
可
能
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
協
議
で
は
、
▽
消
防
団
は

合
併
時
に
統
合
す
る
▽
姉
妹
都
市
提
携
は

新
市
に
引
き
継
ぐ
▽
小
中
学
校
の
通
学
区

域
は
現
行
通
り
に
す
る
―
な
ど
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

第
6
回
合
併
協
議
会
は

大
内
町
で
開
催

と
　
き
　
７
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
大
内
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

9 広報ひがしゆり　15.7.1

▲今回は消防団の取扱いと新市名称決定方法に議論が集中

第3回明日のまちづくり懇談会

新市名称決定方法に
意見・提言

町
議
会
議
員
の
中
西
蔵
之
助
氏
（
下
通
）

が
、
五
月
二
十
九
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
役
場
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
て
以
来
、
税
務
課
・
産
業

経
済
課
・
町
民
課
・
公
営
事
業
課
・
生
涯

学
習
課
の
課
長
を
歴
任
。
町
政
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
ご
勇
退
後
の
平
成
八
年
に

町
議
会
議
員
に
当
選
、
平
成
十
二
年
に
は

再
選
を
果
た
さ
れ
、
総
務
教
育
民
生
常
任

委
員
会
副
委
員
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
ご
活
躍
中
で
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

中
西
蔵
之
助
氏
ご
逝
去

町
議
会
議
員

新
市
名
を
８
市
町
か
ら
公
募

第
５
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
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第
二
十
三
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

の
由
利
郡
予
選
（
第
十
回
由
利
郡
学
童
野
球

大
会
）
が
六
月
十
四
日
、
十
五
日
、
二
十
一

日
の
三
日
間
、
東
由
利
町
野
球
場
を
主
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
由
利
郡
十
町
か
ら
二
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
お
り
、
本
町
か
ら
は
高
瀬

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
八
塩
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
出
場
。
両
チ
ー
ム
と
も
相
手
チ
ー
ム
と
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
高
瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

第
三
位
、
八
塩
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
ベ
ス
ト

８
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

第
十
回
由
利
郡
学
童
野
球
大
会

▲各チームが熱戦を繰り広げた学童野球大会

「
大
台
自
治
会
町
政
座
談
会
」
が
六
月
十

四
日
、
大
台
自
治
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
は
、
住
民
と
町
当
局
が
地
域

の
問
題
や
町
政
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
同
自

治
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
地
域
住
民
二
十
人
ほ
ど
が
参
加
、

町
か
ら
は
阿
部
幸
悦
町
長
と
担
当
課
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

同
自
治
会
か
ら
は
市
町
村
合
併
や
水
道
施

設
整
備
、
中
学
校
寄
宿
舎
の
今
後
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
台
自
治
会
座
談
会

▲活発な意見交換が行われた大台自治会座談会

高
瀬
川
漁
族
保
護
組
合
に
よ
る
稚
ア
ユ
放

流
が
五
月
三
十
一
日
と
六
月
二
日
の
二
回
に

わ
た
り
、
子
吉
川
（
高
瀬
川
）
各
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ユ
放
流
は
、
多
く
の
人
に
町
内
で

ア
ユ
釣
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
同

組
合
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
県
内

産
の
稚
ア
ユ
約
二
百
六
十
�
（
約
二
万
六
千

匹
）
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
十
�
を

超
え
る
稚
ア
ユ
も
多
く
、
七
月
一
日
か
ら
の

ア
ユ
釣
り
解
禁
に
向
け
、
愛
好
者
に
は
う
れ

し
い
放
流
と
な
り
ま
し
た
。

▲大きく成長することを願ってアユを放流

二
百
六
十
�
が
高
瀬
川
へ

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
会
長
研
修
が
六

月
十
七
日
、
四
十
六
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
の
研
修
地
は
、
県
農
業
試
験
場
、

航
空
自
衛
隊
秋
田
分
屯
基
地
、
河
辺
町
「
ユ

フ
ォ
ー
レ
」
な
ど
。
参
加
し
た
自
治
会
長
の

皆
さ
ん
は
熱
心
に
研
修
地
を
視
察
し
、
本
町

の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
や
防
災
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

研
修
後
の
懇
親
会
で
は
、
視
察
先
の
感
想

や
町
づ
く
り
に
対
す
る
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
阿
部
幸
悦
町
長
も
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

自

治

会

長

研

修

日
ご
ろ
、
町
政
へ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
町
づ
く

り
に
対
す
る
意
見
交
換
の
機
会
に
し
た
い
と▲熱心に研修地を視察する自治会長

の皆さん
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▲新緑の中、プレーを楽しむ参加者

フ
場
と
し
て
評
価
を
得
て
い
る
本
町
の
八
塩

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
記
念
す
べ
き
第
一
回
の

会
場
に
決
定
。
県
内
各
地
か
ら
約
百
四
十
人

も
の
愛
好
者
が
参
加
す
る
大
規
模
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
続
出
す

る
な
ど
熱
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
コ
ー
ス
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
」
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部
▽
第
一
位
・
天
童
孝
志
郎
（
湯
沢

市
）
▽
第
二
位
・
佐
藤
俊
悦
（
東
由
利
町
）

▽
第
三
位
・
三
浦
岑
夫
（
湯
沢
市
）

女
子
の
部
▽
第
一
位
・
山
本
コ
ウ
（
湯
沢
市
）

▽
第
二
位
・
富
谷
邦
子
（
湯
沢
市
）
▽
第
三

位
・
柴
田
良
子
（
湯
沢
市
）

秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
県
民
交
流
大
会

第
一
回
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
県
民
交
流

大
会
が
六
月
二
十
二
日
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
県
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好

者
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
今
年
始
め
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
屈
指
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

第
十
二
回
東
由
利
町
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

が
六
月
三
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
行
わ

れ
、
十
四
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。決

勝
戦
は
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
宿

の
戦
い
と
な
り
、
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
延
長
戦
の
末
二
対
一
で
宿
を
破
り
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

最
高
殊
勲
選
手
に
は
長
沼
利
文
さ
ん
（
ポ
パ

イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）、
優
秀
選
手
に
は
小

松
明
さ
ん
（
宿
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
結
果

役
場
タ
キ
オ
ン�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

モ
ン
ス
タ
ー
ズ�

パ
ワ
ー
ズ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

宿�シ
リ
ュ
ウ
ス�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ�

ジ
パ
ン
グ�

高
瀬�

野
球
狂�

ポパイスポーツクラブ�

町
観
光
協
会
（
大
沼
武
且
会
長
）
が
観
光

Ｐ
Ｒ
の
た
め
カ
ラ
ー
名
刺
を
作
成
、
七
月
一

日
か
ら
発
売
し
ま
す
。
写
真
絵
柄
は
先
に
行

っ
た
「
東
由
利
３
６
５
日
ま
る
ご
と
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
で
、
八
塩
い
こ

い
の
森
な
ど
五
種
類
の
絵
柄
を
使
い
百
枚
一

箱
を
五
百
円
で
販
売
し
ま
す
。

販
売
先
　
東
由
利
町
観
光
協
会
（
役
場
企

画
課
）
�
６
９
‐
２
１
１
３

「
カ
ラ
ー
名
刺
」
発
売
！

▲写真絵柄は八塩いこいの森の紅葉
など５種類

このたび、東由利町のホームページが全面改訂され、
より分かりやすく使いやすいサービスサイトに生まれ
変わりました。
観光やイベント、施設案内など本町を訪れる人向け

の情報はもちろん、税金や福祉、防災といった暮らし
の情報、各種届出書や申請書を取り出すことができる
ページなど幅広い行政情報が満載です。
また、町内の各種機関や一市七町合併協議会、県内

市町村のホームページへのリンク集も充実しています。
皆さんぜひ、ご利用ください。

東由利町ホームページのアドレスは
http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

役立つ情報が満載！

東由利町のホームページが新しくなりました
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児童扶養手当とは父母の離婚などにより父と生計を同じくしていない児童、また
は父が障害者である場合の児童に対して、その家庭の生活の安定と自立に役立つよ
う手当を支給し、児童の福祉の増進を計ることを目的として支給される手当です。

□手当を受けることができる人
手当は、次の①から⑧のいずれかに該当する18歳
に達する日以後の最初の３月31日までの間にある者
（政令で定める程度の障害の状態にある者は20歳未
満まで）を監護している母や、母にかわってその児
童を扶養している人に支給されます。
ただし、老齢福祉年金意外の国民年金、恩給、厚
生年金などの公的年金を受け取ることができる人に
は、手当は支給されません。
また、対象となる児童および手当を受けようとす
る人は、日本に住所がなければ手当は支給されませ
ん。
【対象となる児童】
①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない
児童
②父が死亡した児童
③父が重度の障害（国民年金の障害等級１級程度）
にある児童

④父の生死が明らかでない児童
⑤父が引き続き１年以上遺棄している児童
⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されている
児童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑧その他（母が児童を懐胎したときの事情が不明で
ある児童等）
ただし、里子や児童福祉施設等に入所している児童
は対象になりません。
□手当月額

お問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

区　　分�

全 部 支 給 �

一 部 支 給 �

平成14年８月～�

月額　42,370円�

月額　42,360円～10,000円�

※ 上記は対象児童が１人の場合の手当額です。

安全と言われてきた日本でも、近年、刑法犯の
認知件数が増え続けています。なかでも子どもが
日常生活の中で、暴行や傷害、わいせつ行為など
の事件の被害者となるケースが増えています。こ
うした犯罪から子どもを守るためには、保護者や
地域の協力はもちろん、子ども自らが「自分の身
は自分で守る」ことを意識し、身につけることが
必要です。夏休みなどの長期の休みには、子ども
が一人で出歩く機会が増えます。自宅の周りの危
険な場所や注意しなければいけない行動につい
て、親子で話し合ってみましょう。
●子どもを守る4つのポイント
①　一人で遊ばせない
②　外出するときには、必ず行
き先を聞く
③　知らない人にはついていか
ない、怖い目にあったら大き
な声を出すことを教える
④　毎日、何があったかを話し
合う

子どもを守る
親子の会話

歯やお口の状態が悪く、食事が楽しくなかった
ことはありませんか。
歯やお口の状態が悪いと「栄養」の摂取に悪影

響を及ぼすだけでなく、ぐっと力を入れて噛むこ
とが困難になり「運動」にもパワーが出ません。
明日の活力を養う「休養」も歯が痛くてはままな
りません。
また、歯は発音にも大きな影響を持っています。
社会の中で人と人とをつなぐコミュニケーション
において、大切な役割を果たしているのです。
「医食同源」という言葉で表されるように、何

を食べるかということはもちろん、自分の歯でし
っかり噛んで規則正しい食事をとるということ
は、健康な生活を送るうえでとても大切です。歯
が無くなったら入れ歯をすれば良いという声も聞
こえてきますが、総入れ歯になった人がものを噛
む能力は健康な歯を持っている人の半分以下に低
下することが知られています。健康で丈夫な歯を
保つことは私たちの元気の源です。

「お口の健康豆知識」

健康な歯は元気の源

ご存じですか児童扶養手当ご存じですか児童扶養手当
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まさ　　まさ　　 や�まさ　　 や�

佐　藤　昌　也くん佐　藤　昌　也くん�
　　　（泡ノ渕・１歳）　　　（泡ノ渕・１歳）�
お父さん：昌　美さんお父さん：昌　美さん�
お母さん：順　子さんお母さん：順　子さん�
お話し：昌美さんお話し：昌美さん�

佐　藤　昌　也くん�
　　　（泡ノ渕・１歳）�
お父さん：昌　美さん�
お母さん：順　子さん�
お話し：昌美さん�

遠　藤　　　洋
よう

さん（蔵新田・19歳）

―職業は
雄物川町の秋田ナイルスに勤務しています。

―休日の過ごし方は
野球チームに所属しているので、最近の休日は野
球をしています。
―自分の性格は
忍耐強くて負けず嫌い。

―理想のタイプは
一緒にいて楽しい人が好きです。

―目標（夢）は
将来自分の息子を甲子園に出場させることです。

―家族に一言
まだまだお世話になりそうです。

名前の由来は？

「自分の名前にある『昌』という字を残したかったので昌

也と付けました」

最近のエピソードは？

「家族の行動をよく見てまねをします。テレビや電気炊飯

器のスイッチを入れたり切ったりすることもあります。」

本人の性格は？

「明るくて、好奇心が強いです」

お父さんとお母さんから昌也くんへひとこと

「昌也が生まれて、毎日が楽しくなりました。これからも

我が家の良きアイドルでいてね」

夏の省エネ�
�

選ぶ
□グリーンの「省エネマーク」を選ぶ
□家族の人数に合わせて大きさ・機能を選ぶ
使う
□ものを詰め込みすぎない
□壁から離して置く
□直射日光が当たる場所やガスコンロの近くを
避けて置く
□扉の開閉は少なく、短く
□熱いものは冷ましてから入れる
□ドアのパッキンが傷んだら交換する
□庫内は季節に合わせて温度調節する

夏は最も電気を消費する季節です。貴重なエネルギ
ー資源を有効に使うためにも、家庭でできる夏の省エ
ネ・節電ライフを始めてみませんか。暑い夏には欠か
せない身近な家電も、かしこく選び、かしこく使うこ
とで省エネ効果にぐんと差が出ます。

選ぶ
□グリーンの「省エネマーク」を選ぶ
□建物の構造・部屋の広さなどに合ったものを
選ぶ

使う
□夏の冷房設定温度は28度を目安に
□冷房の不必要なつけっぱなしをしない
□フィルターを月に１、２回掃除する
□カーテンやブラインドで直射日光を防ぐ

冷蔵庫 エアコン

グリーンの「省エネマーク」
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介護保険料の納め方は年金から天引きされる「特別徴収」と、町から送られてくる納付書に
よって納める「普通徴収」があります。

「特別徴収」は年金が年額18万円以上の方が該当となります。
「普通徴収」は下記に該当する方が対象となります。
・受給している年金の年額が18万円未満の方
・老齢福祉年金、遺族年金、障害年金を受給している方
・年度途中で65歳になる方
・年度途中で他の市町村から転入された方　　…等
質問の場合、これらの要件に該当しているため保険料の天引きが行われないのではないかと考えら

れます。
このように保険料の納付について疑問に思われましたら、町民福祉課までお問い合わせください。

普通徴収の方には納め忘れのない口座振替をお勧めしています。口座振替申請書（町民福祉課窓口
にございます。）に必要事項を記入のうえ、通帳、印鑑を用意して広域圏組合の指定する金融機関で
手続きをしてください。

A.
65歳になったのですが、年金から介護保険料が天引きされない
のはなぜですか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

社会保険事務所では、納め忘れの

ある方などに、電話や戸別訪問によ

る納付のご案内をしております。夜

間や休日にも実施しておりますの

で、ご理解とご協力をお願いしま

す。

なお、納め忘れをなくすためにも

毎月自動的に引き落としになる「口

座振替」をお勧めしています。お申

し込みは、引き落としを希望する預

貯金口座のある金融機関に、納付案

内書、通帳、印鑑を持参してくださ

い。

問い合わせ
町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

保険料納付の
ご案内を
しております

食中毒は、以前は夏に集中して発生していましたが、最近で
は１年を通してみられるようになり、ここ３、４年で発生件数
が急増しています。
食中毒予防の３原則は「つけない、増やさない、殺す」です。
次のことに注意して食中毒から身を守りましょう。
○肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを選び、消費期限
のあるものは必ず確認してから購入しましょう。
○冷蔵庫・冷凍庫の詰め過ぎは冷却効果を下げ、食品鮮度の低
下や菌の増殖を招きます。冷蔵庫・冷凍庫の中は容量の７割
程度に抑えることをお勧めします。
○調理前後や食前の手洗いはもちろん、包丁やまな板などの調
理器具、布巾も熱湯や漂白剤で消毒し清潔に保ちましょう。
○食事の残りものは室内放置を避け冷
蔵庫・冷凍庫に保存しましょう。時
間が経ち過ぎてしまったものは思い
切って捨てましょう。

食中毒から家族を守る心がけ
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,472～3,884

2,926～3,130

―

―

14～22cm、22～34cmは完売。
原木不足を見込んだ手当てで強含みの展開。

（
平
成
十
五
年
六
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

六
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
16

32

48

平均体重
303kg

277kg

285kg

平均価格
440,409円
351,914円
381,413円

kg当単価
1,379円
1,210円
1,265円

去　勢
雌

金　額
535,500円
636,300円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
北国7の8
北国7の8

母の祖父
賢　深
由　福

国
産
材
の
需
要
減
退
や
木
材
価
格

の
低
迷
、
林
業
採
算
性
の
悪
化
な
ど

か
ら
育
林
に
手
間
と
時
間
を
か
け
て

も
仕
方
が
な
い
と
い
う
意
見
が
多
く

な
り
、
間
伐
の
行
わ
れ
な
い
ス
ギ
人

工
林
や
植
林
の
行
わ
れ
な
い
ス
ギ
伐

採
跡
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

適
正
な
間
伐
が
行
わ
れ
な
い
と
、

年
輪
幅
の
調
整
が
で
き
ず
材
質
の
低

下
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
水
土
保
全
機

能
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

ま
た
、
伐
採
跡
地
に
植
林
が
行
わ

れ
な
い
再
造
林
放
棄
に
は
、
優
良
人

工
林
資
源
の
量
的
減
少
と
天
然
更
新

の
不
確
実
性
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

近
年
伐
採
さ
れ
て
い
る
人
工
林
は
、

地
理
的
に
も
恵
ま
れ
た
優
良
人
工
林

で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人
工
林

用
地
と
し
て
活
用
し
て
い
く
べ
き
も

の
で
す
。
伐
採
跡
地
を
天
然
林
に
誘

導
す
る
の
は
困
難
で
す
。
長
年
に
わ

た
り
ス
ギ
林
と
し
て
き
た
た
め
広
葉

樹
の
根
茎
が
少
な
く
、
ぼ
う
芽
更
新

が
簡
単
で
は
な
い
た
め
で
す
。

森
林
所
有
者
の
林
業
収
入
の
状
況

か
ら
経
費
負
担
は
難
し
く
、
間
伐
と

再
造
林
の
問
題
解
決
に
は
現
行
造
林

補
助
金
の
手
厚
い
支
援
が
必
要
で

す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

森
林
資
源
管
理

の
問
題

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

第8回 子吉川フェア
�と　き…7月6日(日) 10：00
�ところ…アクアパル、友水公園

アクアパル　�２２－５６１１

仁賀保町から

－NASDA 宇宙開発事業団－宇宙展
�と　き…7月20日(日)～8月20日(水)

9：00～17：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�入館料…大人500円、子ども300円
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

本荘マリーナ海水浴場開設
�と　き…7月13日(日)～8月17日(日)

9：00～16：20
本荘市商工観光課　�２４－６３２３

大内町から

折渡千体地蔵尊例祭
�と　き…宵宮7月23日(水) 13：00

例祭7月24日(木) 8：30
�ところ…折渡峠

大内町産業課　�６５－２２１６

第14回日本海に響け！太鼓の祭典
�と　き…7月26日(土) 17：45開演
�ところ…仁賀保町しおかぜ公園野外ステージ

仁賀保町公民館　�３７－３１２１

象潟町から

朗読劇「この子たちの夏」公演
�と　き…7月17日(木) 18：00開場
�ところ…象潟町公民館
�入場料…大人2000円、学生500円

象潟町社会教育課　�４３－７５１２

宝くじ まちの音楽会 with サーカス
�と　き…7月30日(水) 18：00開場
�ところ…本荘文化会館
�入場料…一般２千円、高校生以下千円

本荘市文化課　�２４－３５７０

第18回菖蒲カーニバル2003
�と　き…7月31日(木)～8月1日(金)

15：00～21：30
�ところ…本荘公園正面広場

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

第53回本荘川まつり花火大会
�と　き…8月2日(土) 19：30
�ところ…友水公園(アクアパル前河川敷)

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

第16回秋田トライアスロン芭蕉レース象潟大会＆ジュニア大会
�と　き…7月20日(日) 9：00
�ところ…象潟海水浴場他

象潟町観光協会　�４３－６６０８

第7回きさかた「港」海の幸まつり
�と　き…7月26日(土) 10：30
�ところ…秋田県漁業共同組合象潟支所前
秋田県漁業共同組合象潟支所　�４３－２３５６

第15回山と川ふるさと2003「芋川まつり」
�と　き…7月27日(日) 13：00
�ところ…金崎橋上流

大内町産業課　�６５－２２１６

第1回秋田県民謡・民舞
青少年チャンピオン大会

�と　き…7月27日(日) 12：30開演
�ところ…農村環境改善センター
�内　容…入場料無料◇出演料１組千円◇出演

申込は７月10日まで県民謡協会事務
局（�０１８－８２３－９１１７）へ

県民謡協会大会委員長　�０１８－８６３－７２４９

矢島町から

今井通子遊登山教室
�と　き…7月21日(月)
�内　容…鳥海山登山◇定員100人

◇参加料千円◇申込締切7月14日
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

由利町から

由利高原まつり2003
�と　き…8月2日(土) 10：30
�ところ…南由利原高原青少年旅行村

由利町企画商工課　�５３－２１１１

ゆり高原ふれあい農場牧場まつり
�と　き…8月2日(土) 10：00
�ところ…ゆり高原ふれあい農場

由利町農林課　�５３－２１１１

岩城町から

古木保雄 陶芸作品展
�と　き…7月2日(水)～8月31日(日)

9：00～17：00
�ところ…亀田城美術館

亀田美術館　�７４－２５００

第25回旧藩祭
～岩城氏入部380年記念～

�と　き…7月12日(土)～13日(日)
�ところ…岩城町亀田地区

岩城町振興課　�７３－２０１４

第19回日本海洋上花火大会
�と　き…7月26日(土) 7：30
�ところ…道川海水浴場

岩城町振興課　�７３－２０１４



六
月
二
十
一
日
、
わ
く
わ
く
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
、
一
般

町
民
、
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
会
員
な

ど
六
十
六
名
が
参
加
、
台
山
周
辺
を

散
策
し
ま
し
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
三
ポ
イ
ン

ト
で
ス
ポ
ー
ツ（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
）
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
約
五
キ

ロ
の
道
の
り
を
歩
く
も
の
。

参
加
者
は
爽
や
か
な
風
の
中
、
和

気
あ
い
あ
い
と
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら

歩
い
て
い
ま
し
た
。

〜
わ
く
わ
く

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

爽
や
か
な
風
の
中
で

▲参加者たちは楽しみながらウォーキングを

15.7.1 広報ひがしゆり　16

「
近
ご
ろ
の
子
ど
も
は
…
」
と
い
う
偏
見
や
固
定
観
念
で
、
す
べ
て
の
青
少
年
を
見
て
い

ま
せ
ん
か
。
問
題
行
動
や
非
行
な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
人
一
人
を
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
長
所
も
あ
り
、
頑
張
っ
て
い
る
青
少
年
の
ほ
う

が
多
い
の
で
す
。
青
少
年
た
ち
の
よ
い
側
面
に
も
、
も
っ
と
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
傾
向
が
あ
る

認
め
て
、ほ
め
て
、育
て
よ
う

若
者
た
ち
の
よ
い
と
こ
ろ

若
者
た
ち
の
プ
ラ
ス
の
側
面
に

も
っ
と
目
を
向
け
よ
う

「
青
少
年
の
生
活
と
意
識
」
調
査
か
ら

青
少
年
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
背
景
に
、
家
庭
で
の
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
親
と
父
親
と

の
会
話
の
頻
度
は
「
父
親
と
非
常
に

よ
く
話
す
」
が
一
八
・
五
％
、「
母
親

と
非
常
に
よ
く
話
す
」
は
四
一
・

二
％
で
す
。
こ
の
質
問
事
項
は
、
昭

和
四
十
五
年
度
か
ら
五
年
ご
と
に
実

施
す
る
「
青
少
年
連
帯
感
な
ど
に
関

す
る
調
査
」
で
も
聞
い
て
い
ま
す

が
、
調
査
実
施
ご
と
に
増
え
て
い
ま

題
な
ど
に
無
関
心
で
あ
る
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
む
し
ろ
逆
で
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
よ
っ
て
、
視
野

を
広
め
、
社
会
問
題
へ
の
認
識
を
高

め
て
い
る
若
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

消
費
文
化
（
こ
こ
で
の
消
費
文
化

と
は
、
買
い
物
や
映
画
・
ス
ポ
ー
ツ

鑑
賞
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
カ
ラ
オ

ケ
、
旅
行
な
ど
、
家
庭
や
学
校
以
外

の
消
費
的
な
場
に
出
て
行
く
余
暇
活

動
を
意
味
し
て
い
ま
す
）
に
多
く
参

加
す
る
青
少
年
ほ
ど
、
私
生
活
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
や
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
求

め
、
そ
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を

評
価
す
る
前
向
き
な
面
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
で
の
評
価
は
、
肩
書
き

で
は
な
く
、
能
力
や
実
績
で
評
価
さ

れ
た
い
、
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
国
と
他
国
、
女
性
と
男
性
、
強

者
と
弱
者
が
互
い
の
違
い
や
能
力
差

を
乗
り
越
え
て
、
共
に
生
き
て
い
く

こ
と
を
志
向
す
る
青
少
年
も
、
全
体

の
約
二
割
と
少
数
派
な
が
ら
存
在
し

て
い
ま
す
。
共
生
社
会
志
向
の
強
い

青
少
年
は
、
そ
う
で
な
い
青
少
年
よ

り
も
日
本
が
抱
え
て
い
る
問
題
が
多

い
と
認
識
し
て
お
り
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
を
競
い
合
う
競
争
社
会
で

は
な
く
、
互
い
に
い
た
わ
り
、
協
力

し
、
つ
つ
ま
し
く
生
き
て
い
く
と
い

う
新
し
い
生
活
価
値
観
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
青
少
年
た
ち
は
、

共
生
社
会
を
先
取
り
す
る
生
き
方
を

実
践
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

青 少年�

す
。
ま
た
、
休
日
に
家
族
と
過
ご
す

小
中
学
生
も
増
え
て
お
り
、
家
族
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
と

い
う
結
果
が
う
か
が
え
ま
す
。

休
日
な
ど
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
情
報
メ
デ

ィ
ア
型
の
青
少
年
は
、
消
費
文
化
に

も
参
加
す
る
余
暇
活
動
の
活
発
な
層

で
あ
り
、
社
会
問
題
へ
の
関
心
や
地

域
へ
の
社
会
参
加
は
高
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
没
頭
す
る
若
者
は
社
会
問

情
報
メ
デ
ィ
ア
型
の
青
少
年
は

社
会
参
加
に
も
積
極
的

消
費
文
化
的
な
青
少
年
は
、

努
力
や
能
力
、

実
績
を
重
ん
じ
る

協
力
し
尊
重
し
合
う

共
生
社
会
を

志
向
す
る
青
少
年
も
い
る
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６月15日、大琴生涯学習支援センター体育館においてうたごえ喫茶が行
なわれ、町内外から歌好きの皆さん80余名が参加しました。
当日は、うたごえの店・新宿ともしびから４人の出演者（ソプラノ、バ

リトン、ピアノ、アコーディオン）が来町、ほのかに灯るランプに照らさ
れながら、参加者全員が懐かしい青春時代の歌を声高らかに歌いました。
「青い山脈」、「浜辺のうた」、「ふるさと」といった日本のうたをはじめ、
ロシア、ヨーロッパの歌を中心に、参加者のリクエストを交えた２時間あ
まりの懐かしさにあふれた時間はまたたく間に過ぎました。
参加者たちは口々に「青春時代を思い出した」「大きな声を出して気持

ちがよかった」「うたごえの仲間ができてうれしい」など口々に話してい
ました。
うたごえ喫茶は1950年代「うたは闘いとともに」のうたごえ運動の高ま

りと、ロシア民謡の爆発的ブームを背景に生まれ、高度成長期前夜の世相
と相まって育ったものです。
このうたごえ喫茶は、壮年世代に元気を…と、教育文化課による壮年元

気創出事業の一環として実施されたもの。この後も壮年世代を対象にした
様々な行事を行なっていく予定です。

当
日
の
リ
ク
エ
ス
ト
か
ら

●
島
原
の
子
守
唄
　
●
蘇
州
夜
曲
　
●
影
を
慕

い
て
　
●
郵
便
馬
車
の
馭
者
だ
っ
た
頃
　

●
雪
の
降
る
町
を
　
●
す
ず
ら
ん
　
●
行
商
人

●
浜
辺
の
う
た
　
●
小
さ
な
木
の
実
　
●
翼
を

下
さ
い

●
庭
の
千
草
　
●
月
見
草
の
花

●
花
　
●
高
校
三
年
生
　
●
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄

お
父
さ
ん
と
遊
び
ま
せ
ん
か

日
頃
、
子
ど
も
と
の
交
流
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
、
忙
し
い

お
父
さ
ん
と
遊
び
た
い
子
ど
も
た
ち

…
。
休
日
（
二
日
間
）
を
利
用
し
て
親

子
で
縄
文
時
代
の
野
焼
き
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
第
一
回
　
八
月
十
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
十
二
時

町
民
体
育
館

「
縄
文
プ
レ
ー
ト
＆
土
器
の
製
作
」

※
粘
土
で
作
品
を
作
り
ま
す
。

■
第
二
回
　
九
月
二
十
一
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

八
塩
い
こ
い
の
森

「
野
焼
き
体
験
＆
子
育
て
わ
い
わ
い

ト
ー
ク
」

※
作
品
を
野
焼
き
し
ま
す
。

〜
県
庁
出
前
講
座

■
趣
旨

県
民
の
要
請
に
応
じ
、
県
職
員
が
そ

の
担
当
分
野
に
つ
い
て
講
師
と
な
っ
て

出
向
き
県
事
業
等
の
理
解
を
図
る
。

■
内
容

・
県
庁
各
部
局
課
所
等
が
「
出
前
講
座
」

に
登
録
し
た
産
業
、
教
育
、
福
祉
、
環

境
な
ど
身
近
な
暮
ら
し
に
関
係
深
い
分

野
に
関
す
る
施
策
や
制
度
、
最
新
の
情

報
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

■
対
象

市
町
村
、
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
、
企
業
等
が
実
施
す
る
参
加

人
数
が
概
ね
二
十
人
以
上
の
学
習
会
。

■
経
費

県
職
員
の
派
遣
に
要
す
る
経
費
は
担

当
課
及
び
機
関
が
負
担
す
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
秋
田
県
生
涯
学
習

推
進
本
部
事
務
局
（
秋
田
県
教
育
庁
生

涯
学
習
課
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
―
八
六
〇

―
五
一
八
三
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.akita.jp/gakusyu/in

dex2.htm

を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
保
育
園
・
小
中
学
校
の
子

と
父
親
　
三
十
組

■
参
加
費
五
百
円
（
二
回
分
）

■
締
切
　
七
月
二
十
四
日
（
木
）

■
申
込
み
　
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
�
〇
一
八
―
八
六
五
―
一
一
七
一

も
し
く
は
町
教
育
委
員
会
�
六
九
―

二
三
一
〇
ま
で

躍
進
す
る�
秋
田
�の

今
を
出
前
し
ま
す

〜
平
成
15
年
度
ア
ク
テ
ィ
ヴ
パ
パ
交
流
事
業▲昨年度の野焼きを楽しむつど

いから

壮年元気創出事業「うたごえ喫茶」�壮年元気創出事業「うたごえ喫茶」�

▲時のたつのも忘れて歌った

▲参加者も一緒に舞台へ

▲会場は歌声でいっぱいに

▲ソプラノ、バリトン担当のお二人



六
月
二
十
六
日
、
町
民
体
育
館

で
、
平
成
十
五
年
度
青
少
年
劇
場

が
実
施
さ
れ
、
町
内
二
小
学
校
児

童
、
二
保
育
園
児
、
こ
と
ぶ
き
大

学
生
ら
四
百
余
名
が
「
金
剛
山
の

ト
ラ
た
い
じ
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

私
た
ち
の
日
本
か
ら
一
番
近
い

国
、
そ
し
て
古
代
か
ら
様
々
に
交

わ
っ
て
き
た
国
〜
韓
国
・
朝
鮮
。

こ
の
劇
は
民
話
「
ネ
ギ
を
う
え
た

人
」
を
原
作
に
作
ら
れ
た
オ
ペ
レ

ッ
タ
（
喜
劇
風
な
せ
り
ふ
の
入
る

軽
快
な
内
容
の
歌
劇
）
で
、
標
題

劇
の
ほ
か
、「
ト
ケ
ビ
に
か
っ
た

パ
ウ
イ
」、「
じ
し
ん
の
わ
け
」
な

ど
四
演
目
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

初
演
以
来
十
八
年
の
こ
の
劇
。

国
内
三
千
五
百
回
、
ま
た
韓
国
で

の
四
度
の
公
演
な
ど
、
ロ
ン
グ
ラ

ン
を
重
ね
て
い
ま
す
。

約
一
時
間
半
の
ス
テ
ー
ジ
は
迫

力
と
感
動
に
溢
れ
た
も
の
。児
童
、

園
児
、こ
と
ぶ
き
大
学
生
た
ち
は
、

コ
ロ
シ
ア
ム
（
円
形
劇
場
）
風
に

設
置
さ
れ
た
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
展

開
す
る
民
族
音
楽
の
生
演
奏
と
踊

り
、
そ
し
て
歌
声
を
充
分
に
楽
し

み
ま
し
た
。
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平成15年度 青少年劇場

心
に
響
く

隣
国
文
化

▲昨日までの体育館が劇場に大変身

近
代
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
音

楽
の
受
容
は
明
治
十
二
年
に
始
ま

り
、
大
正
時
代
に
な
る
と
音
楽
家

た
ち
に
よ
る
童
謡
運
動
が
起
こ

り
、
日
本
の
音
楽
は
急
速
に
そ
の

多
様
性
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
代
に
お
い
て
、
秋
田
の

生
ん
だ
音
楽
家
た
ち
―
成
田
為

三
、
小
田
島
樹
人
、
黒
沢
隆
朝
、

そ
し
て
小
松
耕
輔
―
が
果
た
し
た

業
績
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

今
回
、
秋
田
の
音
楽
家
た
ち
の

知
ら
れ
ざ
る
業
績
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
新
た
な

魅
力
が
引
き
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
の
身
近
な
音
楽
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
探
し
て
い
ま
す
」

わ
が
国
音
楽
教
育
の
父
と
し
て

大
き
な
功
績
を
遺
さ
れ
た
小
松
耕

輔
氏
を
は
じ
め
と
す
る
音
楽
兄
弟

（
三
樹
三
、
平
五
郎
、
清
）
に
関

す
る
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

・
音
楽
兄
弟
ま
た
は
父
母（
平
蔵
、

ト
ミ
）
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡

（
葉
書
、
手
紙
）
類

・
生
前
、
音
楽
兄
弟
か
ら
贈
ら
れ

た
品
物
、
写
真
類

・
音
楽
兄
弟
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

た
音
楽
教
科
書
ま
た
は
楽
譜
集

・
音
楽
兄
弟
の
作
品
が
吹
き
込
ま

れ
た
Ｓ
Ｐ
盤
（
蓄
音
盤
）

そ
の
他
音
楽
兄
弟
に
関
す
る
こ

と
で
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、

町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

●展示期間　平成15年7月8日（火）
～8月31日（日）

●会　　場　秋田県立博物館
秋田の先覚記念室
（�018-873-4121）

●入 館 料　無料

▲「トケビにかったパウイのお話」
から一場面

▲舞台いっぱいに展開した劇

平成15年度 青少年劇場

平
成
十
五
年
度

秋
田
の
先
覚
記
念
室

企
画
コ
ー
ナ
ー
展

「
秋
田
の
音
楽
家
」
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その3

22回�

書
店
で
見
か
け
た
。
感
動
に
時
代
の

差
な
ど
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
そ
ん

な
わ
け
で
、
私
も
久
々
に
読
ん
で
み

た
。白

血
病
に
陥
り
、
死
期
が
迫
っ
た

昔
の
恋
人
の
た
め
に
、
仕
事
も
妻
も

子
も
捨
て
て
、
彼
女
の
そ
ば
に
い
る

事
を
選
ん
だ
男
。
彼
と
病
床
の
彼
女
、

置
き
去
り
に
さ
れ
た
彼
の
妻
の
三
角

関
係
は
、
読
む
者
の
胸
を
き
し
ま
せ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
不
器
用
で
、
相
手

に
正
直
に
な
れ
な
い
ま
ま
に
い
び
つ

な
心
を
抱
え
、
想
い
を
忍
ぶ
姿
が
せ

つ
な
い
。

特
に
こ
の
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た

妻
は
い
い
女
だ
。
彼
女
が
死
ぬ
前
に
、

結
婚
式
を
挙
げ
た
い
と
い
う
夫
の
願

い
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、「
本
当
の

愛
と
は
、
愛
す
る
人
が
望
む
こ
と
を

さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
」
と
二
人
を
理

解
す
る
。
そ
し
て
、
判
を
押
し
た
離

婚
届
を
夫
に
渡
す
の
で
あ
る
。
人
を

恋
う
る
と
は
、
こ
ん
な
に
ま
で
も
寂

し
い
も
の
な
の
か
と
、
初
め
て
読
ん

だ
時
は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
再

読
の
今
も
、
わ
か
っ
て
い
る
の
に
同

じ
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は

間
違
い
な
く
、
大
人
の
た
め
の
恋
愛

小
説
だ
ろ
う
。「
ス
キ
ダ
カ
ラ
、
ワ

カ
レ
テ
ア
ゲ
ル
」
こ
う
い
う
愛
の
か

た
ち
は
、た
く
さ
ん
生
き
て
き
て
、た

く
さ
ん
悲
し
い
思
い
を
し
た
後
で
な

け
れ
ば
き
っ
と
わ
か
ら
な
い
は
ず
だ
。

子
ど
も
の
頃
は
誰
で
も
、
思
い
の

ま
ま
に
わ
あ
わ
あ
と
大
き
な
声
で
い

つ
で
も
泣
け
る
。
だ
が
大
人
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
泣
く
機
会
と
い
う
の

は
少
な
く
な
る
。
本
書
を
読
ん
で
何

か
を
感
じ
た
ら
、
大
人
だ
っ
て
た
ま

に
は
泣
い
て
い
い
と
思
う
。「
恋
情
」

と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
が
、
重
く
悲

し
く
胸
に
沈
む
一
冊
。
誰
か
を
愛
す

る
と
い
う
事
は
、
そ
ん
な
に
簡
単
な

も
の
じ
ゃ
な
い
。（
ひ
）

▼
松
井
が
行
く
／
田
中
富
士
雄

▼
ア
ン
ネ
の
日
記
増
補
新
訂
版

▼
サ
ラ
ン
ヘ
ヨ
／
黛
ま
ど
か

▼
青
い
お
皿
の
特
別
料
理
／
川
本
三
郎

▼
騙
し
合
い
の
戦
争
史
／
吉
田
一
彦

▼
野
球
の
国
／
奥
田
英
朗

▼
鯨
岩
／
又
吉
栄
喜

▼
手
紙
／
東
野
圭
吾

▼
モ
ル
ヒ
ネ
／
安
達
千
夏

▼
毎
月
新
聞
／
佐
藤
雅
彦

▼
く
ち
な
わ
ひ
め
／
宝
珠
な
つ
め

▼
家
康
と
権
之
丞
／
火
坂
雅
志

▼
妻
恋
坂
／
北
原
亞
以
子

▼
年
下
の
男
／
内
館
牧
子

▼
ア
リ
ス
の
夜
／
三
上
洸

▼
女
の
お
っ
さ
ん
籤
言
集
／
田
辺
聖
子

▼
武
蔵
と
小
次
郎
／
津
本
陽

▼
オ
キ
ー
フ
の
恋
人
オ
ズ
ワ
ル
ド
の
追
憶

／
辻
仁
成

▼
二
十
代
に
読
み
た
い
名
作
／
林
真
理
子

▼
年
下
の
女
友
だ
ち
／
林
真
理
子

▼
ハ
ゴ
ロ
モ
／
吉
本
ば
な
な

▼
住
宅
顕
信
句
集
「
未
完
成
」

▼
バ
ー
ス
デ
ィ
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
／
村
上
春

樹
編
訳

▼
ジ
ゴ
ロ
／
中
山
可
穂

▼
か
え
っ
て
い
く
場
所
／
椎
名
誠

▼
あ
や
め
横
丁
の
人
々
／
宇
江
佐
真
理

「
恋
文
」連城

三
紀
彦
著
・
新
潮
文
庫

昭
和
五
十
九
年
直
木
賞
受

賞
作
。
当
時
私
は
中
学
一
年

だ
っ
た
が
、
こ
の
作
品
が
身

近
な
大
人
の
間
で
け
っ
こ
う

話
題
を
呼
ん
で
い
た
の
を
何

と
な
く
憶
え
て
い
る
。
そ
ん

な
本
書
が
今
ま
た
、
新
潮
文

庫
の
「
泣
け
る
本
」
フ
ェ
ア

で
復
活
し
て
い
る
の
を
最
近

7月�7月�

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
初
仕
事

は
保
育
園
で
職
員
会
議
中
の
「
子

守
り
」
で
あ
っ
た
。
と
は
い
っ
て

も
保
育
士
の
目
と
手
の
補
助
役
で

す
。
事
情
が
あ
っ
て
三
時
半
頃
ま

で
迎
え
に
こ
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

の
話
し
相
手
、
遊
び
相
手
で
す
。

四
月
、
玄
関
に
入
っ
た
ら
見
慣

れ
な
い
私
に
「
誰
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
？
」。
ど
こ
か
ら
見
て
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
…
。
園
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
す
れ
ば
「
私
た
ち
が
遊
ん

で
あ
げ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
で
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

毎
回
居
残
り
の
顔
ぶ
れ
が
違
う

の
で
遊
び
方
も
接
し
方
も
別
々
。

新
鮮
と
い
う
か
驚
き
ば
か
り
。

六
月
は
草
も
ち
づ
く
り
が
午
前

中
に
あ
っ
た
。
園
に
お
願
い
し
て

参
加
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ご
一

緒
さ
せ
て
も
ら
う
。
餅
加
工
所
の

方
の
指
導
で
始
ま
っ
た
。
あ
ん
こ

が
渡
さ
れ
「
丸
く
」
と
い
わ
れ
て

も
、
つ
い
他
人
と
違
っ
た
形
に
。

つ
き
あ
が
っ
た
餅
に
あ
ん
を
入
れ

丸
め
て
自
分
で
作
っ
た
お
や
つ
の

出
来
上
が
り
。

町
に
も
子
育
て
中
の
情
報
交
換

が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

「こんな活動からはじめました」

▼
ラ
ッ
キ
ー
ウ
ー
マ
ン
／
竹
中
ナ
ミ

▼
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
／
夏
石
鈴
子

▼
ゆ
る
や
か
な
反
転
／
新
津
き
よ
み

▼
一
角
獣
／
小
池
真
理
子

▼
永
遠
の
途
中
／
唯
川
恵

▼
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
亭
主
・
賞
味
期
限

の
切
れ
た
女
房
／
綾
小
路
き
み
ま
ろ

▼
ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー
１
・
２
／
宮
部
み

ゆ
き

▼
ベ
ラ
ベ
ラ
ブ
ッ
ク
１
／
ぴ
あ

▼
ブ
レ
イ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
（
上
・
下
）

／
宮
部
み
ゆ
き

子育てサポーター　八　嶋　シ　ゲ▲八嶋さんの活動から

今
年
も
公
民
館
図
書
室
に
た
く
さ
ん
の

本
が
入
り
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
公
民

館
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

朝
顔
の
双
葉
を
愛
で
し
朝
の
庭
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

白
鷺
の
好
き
な
田
面
の
あ
る
ら
し
く
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

山
つ
つ
じ
今
日
は
祠
の
ご
縁
日
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

来
て
み
れ
ば
廃
田
に
つ
つ
じ
咲
き
ゐ
た
り
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

は
つ
夏
に
め
げ
ず
農
夫
は
鍬
を
持
つ
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

青
葉
風
入
れ
て
墨
足
す
余
生
か
な
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

葱
坊
主
に
留
守
を
頼
ん
で
一
と
日
旅
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

汗
臭
き
鍬
た
こ
の
手
に
飴
貰
う
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

草
堰
の
河
童
に
捕
ら
る
苗
運
び
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

薄
暗
き
土
蔵
の
庇
つ
ば
め
の
子
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

柿
若
葉
枝
の
透
間
を
埋
め
に
け
り
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

牧
草
の
刈
頃
と
な
り
揚
雲
雀
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

着
く
先
を
浄
土
と
決
め
て
花
筏
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

は
ま
な
す
の
舗
道
に
花
の
真
っ
盛
り
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

青
鷺
の
去
っ
て
田
の
面
日
没
す
　
　
　
　
　
　
沼
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

青
田
風
杖
が
支
え
の
お
茶
の
会
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

僧
ゆ
く
に
薫
風
は
ら
む
墨
衣
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

桐
の
花
叔
母
の
形
身
の
軽
い
下
駄
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

た
そ
が
れ
を
ひ
と
り
占
め
し
て
河
鹿
鳴
く
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

正
直
小こ

僧
の
珍
念

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
山
寺
に
和
尚

さ
ん
と
珍
念
と
い
う
と
て
も
正
直
な
小

僧
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る
日

の
こ
と
、
小
僧
の
珍
念
は
、
遠
い
と
こ

ろ
ま
で
法
事
に
出
か
け
る
和
尚
さ
ん
の

お
供
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

和
尚
さ
ん
が
馬
に
乗
っ
て
ぱ
っ
か
ぱ

っ
か
と
行
く
後
を
、
珍
念
は
ひ
ょ
こ
ひ

ょ
こ
と
つ
い
て
行
き
ま
す
。
久
し
ぶ
り

で
お
供
す
る
珍
念
は
楽
し
く
て
楽
し
く

て
た
ま
ら
ず
、
和
尚
さ
ん
に
色
々
と
お

話
を
持
ち
か
け
る
の
で
す
が
、
和
尚
さ

ん
は
う
る
さ
が
っ
て
「
珍
念
や
、
仏
に

仕
え
る
者
は
何
ご
と
も
聞
い
た
ら
聞
き

の
が
し
、
見
た
ら
見
す
ご
し
て
何
が
起

き
て
も
黙
っ
て
つ
い
て
く
る
も
ん
じ

ゃ
。
少
し
口
を
慎
み
な
さ
い
。
お
ほ
ん

っ
！
」
ぱ
っ
か
ぱ
っ
か
馬
に
乗
っ
た
和

尚
さ
ん
の
後
か
ら
、
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
と

小
僧
の
珍
念
は
黙
っ
て
つ
い
て
行
き
ま

す
。道

の
途
中
に
小
さ
な
川
が
あ
っ
て
、

ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
渡
っ
て
行
く
と
、
和
尚

さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
る
た
ば
こ
入
れ

が
腰
か
ら
落
ち
た
の
で
し
た
。「
あ
っ
、

た
ば
こ
…
」
あ
わ
て
て
口
を
押
さ
え
た

珍
念
は
、
和
尚
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出

し
、
流
れ
て
い
く
た
ば
こ
入
れ
を
黙
っ

て
見
す
ご
し
ま
し
た
。

小
川
を
渡
っ
て
、
さ
て
一
服
し
よ
う

と
和
尚
さ
ん
が
腰
に
手
を
あ
て
る
と
、

た
ば
こ
入
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
は
て
、

珍
念
や
ど
う
や
ら
た
ば
こ
入
れ
を
落
と

し
た
よ
う
だ
。
お
前
落
ち
た
の
に
気
づ

か
な
か
っ
た
か
な
」
と
た
ず
ね
る
と
、

珍
念
は
「
ポ
チ
ャ
ン
と
川
に
落
ち
て
流

れ
て
い
く
の
を
見
ま
し
た
が
、
和
尚
さ

ん
が
さ
っ
き
、
何
が
起
き
て
も
黙
っ
て

つ
い
て
こ
い
、と
言
う
も
ん
だ
か
ら
…
」

和
尚
さ
ん
は
あ
き
れ
か
え
っ
て
「
ば
か

も
の
っ
！
こ
れ
か
ら
は
馬
か
ら
落
ち
た

も
の
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
拾
っ
て
こ
い

っ
」
と
大
き
な
声
で
ど
な
り
つ
け
ま
し

た
。一

服
す
る
と
ま
た
、ぱ
っ
か
ぱ
っ
か
、

ひ
ょ
こ
ひ
ょ

こ
法
事
の
あ

る
家
に
向
か

う
の
で
し
た
。

お
昼
近
く

よ
う
や
く
た

ど
り
着
い
た

法
事
の
家
で

は
、
ご
主
人

と
奥
さ
ん
が

二
人
を
ね
ぎ

ら
い
な
が
ら

出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

早
速
仏
壇
の

前
に
座
っ
た

和
尚
さ
ん
は
供
養
の
お
祈
り
の
支
度
を

し
よ
う
と
、
珍
念
の
背
負
っ
て
き
た
法

事
用
の
風ふ

呂ろ

敷
包
み
を
開
け
て
見
る

と
、
な
ん
と
大
切
な
大
切
な
衣
や
お
経

の
本
と
一
緒
に
、
ほ
や
ほ
や
と
湯
気
立

つ
馬
の
ふ
ん

．
．
．
．

が
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
っ
ぱ

い
転
が
り
出
て
き
ま
し
た
。
和
尚
さ
ん

は
真
っ
赤
に
な
り
「
珍
念
。
こ
れ
は
一

体
ど
う
し
た
こ
と
だ
っ
！
」
怒
ら
れ
た

珍
念
小
僧
は
神
妙
に
「
は
い
。
和
尚
さ

ん
が
馬
か
ら
落
ち
た
も
の
は
何
で
も
拾

っ
て
こ
い
、
と
い
う
も
ん
で
…
」
広
い

座
敷
の
お
客
は
大
笑
い
で
す
。
さ
す
が

の
和
尚
さ
ん
も
口
を
あ
ん
ぐ
り
。
苦
笑

い
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
…
ど
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

七
三
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むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

齋　藤　さつきちゃん
新町（一さん）

柿　　　　　成
じょう

くん
下通（大さん）

佐々木　麻
ま

衣
い

ちゃん
新町（良一さん）

長谷山　悠
ゆ

吏
り

亜
あ

ちゃん
田代（広美さん）

遠　藤　　　杏
あん

ちゃん
新処（賢志さん）

橋　絵
え

利
り

花
か

ちゃん
新町（和美さん）

畠　山　春
はる

花
か

ちゃん
茂沢（孝子さん）

渡　辺　珠
じゅ

帆
ほ

ちゃん
新町（慎也さん）

長谷山　優
ゆう

慈
じ

くん
地下ノ沢（新一さん）

佐々木　優
ゆう

香
か

ちゃん
大琴（真由美さん）

畠　山　未
み

咲
さ

子
こ

ちゃん
中通（知也さん）

小　野　怜
りょう

太
た

くん
横渡（幸弘さん）

遠　藤　瑞
みず

季
き

ちゃん
蔵新田（克幸さん）

斉　藤　優
ゆう

来
き

くん
石高（俊和さん）

齊　藤　百
もも

花
か

ちゃん
新町（一さん）

佐　藤　紗
さ

弥
や

ちゃん
下小屋（直人さん）

小　松　知　生
ち ふ ゆ

くん
宇戸坂（淳さん）

小　野　政
まさ

利
とし

くん
袖山（正志さん）

佐々木　九
つ

十
く

九
も

くん
新町（雅史さん）

長谷山　新
しん

也
や

くん
地下ノ沢（新一さん）

安　倍　　　晶
しょう

くん
家ノ下（正さん）

横　山　颯
そう

大
た

くん
新町（一也さん）

三　浦　ひなこちゃん
田代（雅弘さん）

佐　藤　　　来
らい

くん
新町（剛さん） ～3歳児健診から～

～2歳児健診から～
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男（人）�
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5月異動人数�1月からの累計�

1�

2�

6�

7

7�

28�

30�

59

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

1�

15�

0�

0�

0�

0�

0

2�

69�

1�

0�

1�

0�

1

５　月�
発生数�

1月から�
の累計�
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日
本
全
土
の
減
反
し
た
田
や
畔
、
畑
な
ど
の
土
の
軟
ら
か
い
所

を
好
ん
で
生
え
る
無
毛
の
越
年
生
の
草
で
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

多
く
の
白
色
の
小
花
が
開
き
ま
す
。
茎
は
叢
生

そ
う
せ
い

し
て
広
が
り
25
�

�
ば
か
り
、
葉
は
長
楕
円

形
で
柄
は
あ
り
ま
せ
ん
。

花
弁
は
10
枚
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
基
部
の
ほ
う

で
２
裂
し
て
い
る
た
め
５

弁
で
す
。
和
名
は
、
草
全

体
が
小
さ
い
の
で
、
ノ
ミ

（
私
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ

生
存
し
て
い
た
吸
血
昆
虫

で
、
随
分
か
ゆ
い
思
い
を

し
ま
し
た
）
の
フ
ス
マ

（
寝
具
）
に
例
え
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

6日�　消防操法伝達講習会

8 日�　予防接種（個別・麻疹）

9 日�　機能訓練教室

12日�　わくわくサークル

（理科教室）

17日�　第６回本荘由利一市七町

合併協議会

フレッシュ教室

20日�　海の日

町消防訓練大会

わくわくサークル

（カヌー教室）

21日�　振替休日

22日�　予防接種（個別・三混）

小中学校終業式

23日�　機能訓練教室

24日�　少年自然教室（～25日）

幼児健康相談

29日�　町長選挙及び議会議員補

欠選挙告示

乳児健診

30日�　ことぶき大学

（パークゴルフ）

31日�　わくわくサークル

（バス遠足）

東
由
利�

ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ

（
ナ
デ
シ
コ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.221

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菊
地
圭
介
さ
ん
（
秋
田
市
）、
畠
山
忠
男
さ

ん
（
本
荘
市
）、
佐
藤
進
さ
ん
（
鳩
ヶ
谷
市
）、

菊
地
賢
治
郎
さ
ん
（
札
幌
市
）、
匿
名
希
望

さ
ん社

会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
野
長
一
郎
さ
ん
（
舘
合
新
田
）、
小
松
君

悦
さ
ん
（
十
二
ノ
前
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

先日、広報の取材で町の畜産共進会を見
に行きました。私は牛舎の中の牛しか見た
ことがなかったので、畜産広場に集められ
たたくさんの牛の迫力に圧倒されてしまい
ました。
よく見ると一頭一頭の顔や角、毛色、性

格などが全く違うのが分かります。でも、
どの牛も大切に育てられたということは同
じです。出陳者の方々が牛を見守る眼差し
が我が子を見守るように真剣でした。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
5
月
21
日
〜
6
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

６月６日、東
由利町農産物処
理加工施設を訪
ねると笹巻き作
りの真っ最中で
した。苦労して
採ってきたとい
う笹の葉は、形
も色もとてもき
れいです。その
笹の葉を３枚使
って器用に餅米
を詰めていく手
つきに、つい見
入ってしまいま
した。笹の葉の
緑色がとても涼
しげでした。
（広報担当）

（
5
月
21
日
〜
6
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

５
／29
遠
　
藤
　
陽は

る

奈な

ち
ゃ
ん〈
友
　
和
〉
小
　
倉

美
奈
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

６
／６
小
　
野
　
一
　
也
さ
ん

）
寺
　
田

池
　
部
　
純
　
恵
さ
ん

本
荘
市

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

５／24
小
野
　
ミ
エ
さ
ん
（
73
）
長
一
郎
･

妻
　
・
舘
合
新
田

５／24
小
野
タ
マ
子
さ
ん
（
71
）
順
　
治
･

母
　
・
新
　
町

５／28
工
藤
ラ
ヱ
ミ
さ
ん
（
96
）
太
　
一
･

母
　
・
大
　
琴

５／29
中
西
藏
之
助
さ
ん
（
67
）
千
惠
子
･

夫
　
・
下
　
通

６／１
渡
辺
新
治
郎
さ
ん
（
71
）
笑
　
子
･

夫
　
・
田
　
代

６／６
小
松
　
伍
亮
さ
ん
（
79
）
キ
　
ミ
･

夫
　
・
十
二
ノ
前

６／11
佐
々
木
弓
子
さ
ん
（
54
）
繁
　
一
･

妻
　
・
大
　
琴


